
策

査定対象  □ 行政

名

改革対象 
□ 廃止　

農

　　　 

※決算額につ

業

いては、端数処理によ

基

り、他資料の決算額と

本

差異が生じている場合

目

もあります。

標 交流と賑わいのあるま

No. 事務事業名 活動

ち

内容 コスト（事業費：

要

千円）

国・県支出金を

施

伴う事業費補助金 令和

策

　２年度 令和　３年度

の

令和　３年度 令和　４

目

年度 令和　２年度 令和

的

　３年度 令和　３年度

地

令和　４年度
活動指標

域

名 単位
実績 計画 実績 計

の

画 決算 当初予算 決算 当

特

初予算
全体事業概要

①

性

強い農業・担い手づく

を

り 件数 1 1 1
・強い農

生

業・担い手育成総合支

か

援事業費補助金 総合支

し

援事業費補助金交
実質

た

化された人・農地プラ

農

ンの中心経営体に位置

業

付け 付件数 0 1,64

に

1 1,052 994
ら

よ

れた農業経営者の経営

る

発展を目的として、農

農

業用機
②械等の取得を

業

支援する。

令和　５年

者

度の優先度

③2 　□ 

の

Ａ　　　 □ Ｂ　　

経

　 □ Ｃ　　　 □

営

 Ｄ　

付加価値の増加

の

、面積の拡大を成果目

安

標に設定した農業者が

定

トラクターを導入する

と

にあたり支援した。
■

所

 計画どおり   
令

得

和　３年度
□ 遅延 

向

        
の評

上

価
□ 進展なし   

、

  

■ 維持　□ 拡

生

大 今後も実質化された

産

人・農地プランに位置

力

づけられた中心経営体

の

等に対し、農産物の生

強

産に必要な機械等の導

化

入
事業区分 □ 自治事

に

務   □ 法定受託

よ

   □ その他
今後

り

の方向性 □ 縮小　□

、

 改善 を支援していく

地

。
（改善措置等）□ 

域

休止　□ 終了
計画対

農

象 □ 実施計画査定対

業

象  □ 行政改革対

を

象 
□ 廃止　　　　

活

 

性化させること。

施策の方向 地域農業の活性化

各活動指標の計画値を達成したものと新型コロナウイルスの感染拡大等の要因により、達成できなかったものとそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

農業次世代人材投資事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　

1

４年度 令和　２年度 令

頁

和　３年度 令和　３年

令

度 令和　４年度
活動指

和

標名 単位
実績 計画 実績

 

計画 決算 当初予算 決算

3

当初予算
全体事業概要

年

①
青年等就農計画認定

度

者数 人 1 2 1
次世代を

　

担う農業者となること

　

を目指し、国が定める

事

要件を満たす者に対し

務

、就農直後の経営を確

事

立するま 0 8,250

業

6,214 10,07

評

0
での最大5年間、1

価

人当たり年間最大15

表

0万円の農業次
②世代

（

人材投資資金を交付し

個

、就農直後の経営確立

票

を支
援する。 令和　５

）

年度の優先度

③1 　□

課

 Ａ　　　 □ Ｂ　

名

　　 □ Ｃ　　　 

産

□ Ｄ　

青年等就農計

業

画申請（認定新規就農

文

者）の作成をサポート

化

し、新規案件２件の認

部

定を実施した。
■ 計

農

画どおり   
令和　

政

３年度
□ 遅延   

課

      
の評価

□

作

 進展なし     

成

■ 維持　□ 拡大 農

日

業従事者の高齢化や、

令

担い手不足が進み、農

和

業基盤の弱体化が心配

　

されているため、引き

４

続き地域の農業を担
事

年

業区分 □ 自治事務 

　

  □ 法定受託  

８

 □ その他
今後の方

月

向性 □ 縮小　□ 改

　

善 い手となり得る新規

５

就農者の育成・確保に

日

努める。
（改善措置等

概

）□ 休止　□ 終了

施

計画対象 ■ 実施計画



策

く。
事業区分 □ 自治

名

事務   □ 法定受

農

託   □ その他
今

業

後の方向性 □ 縮小　

基

□ 改善 有機農業推進

本

協議会を通して、有機

目

農業のＰＲ及び有機農

標

業推進に繋がる事業を

交

検討していく。
（改善

流

措置等）□ 休止　□

と

 終了
計画対象 □ 実

賑

施計画査定対象  □

わ

 行政改革対象 
□ 

い

廃止　　　　 

※決算

の

額については、端数処

あ

理により、他資料の決

る

算額と差異が生じてい

ま

る場合もあります。

ち

要 施策の目的 地域の特

No. 事務事業

性

名 活動内容 コスト（事

を

業費：千円）

佐野体験

生

農園管理事業 令和　２

か

年度 令和　３年度 令和

し

　３年度 令和　４年度

た

令和　２年度 令和　３

農

年度 令和　３年度 令和

業

　４年度
活動指標名 単

に

位
実績 計画 実績 計画 決

よ

算 当初予算 決算 当初予

る

算
全体事業概要

①
市民

農

農園貸出業務 区画 90

業

90 90
有機農業や地

者

産地消の啓発、魅力あ

の

る農業体験交流空
間の

経

提供など、農用地の多

営

面的利用や地域農業の

の

振興 0 5,767 5,

安

650 5,903
を総

定

合的に推進する。
②

講

と

習会・イベント等開催

所

回数 15 11 15

令和

得

　５年度の優先度

③
講

向

習会・イベント等開催

上

人数 400 423 40

、

0
4 　□ Ａ　　　 

生

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

産

　　　 □ Ｄ　

年度

力

末時点で市民農園は全

の

区画貸出。
■ 計画ど

強

おり   
令和　３年

化

度 コロナ禍の影響で中

に

止、縮小開催のイベン

よ

トがあったことを考慮

り

すると、開催数１１回

、

、参加者４２３名は十

地

分
□ 遅延     

域

    
の評価 と思わ

農

れる。
□ 進展なし 

業

    

■ 維持　□

を

 拡大 利用者への営農

活

指導、イベント開催を

性

通じて、有機農法・有

化

機野菜の更なる周知に

さ

向けた取り組みを継続

せ

する。
事業区分 □ 自

る

治事務   □ 法定

こ

受託   □ その他

と

今後の方向性 □ 縮小

。

　□ 改善
（改善措置

施

等）□ 休止　□ 終

策

了
計画対象 □ 実施計

の

画査定対象  □ 行

方

政改革対象 
□ 廃止

向

　　　　 

地域農業の活性化

各活動指標の計画値を達成したものと新型コロナウイルスの感染拡大等の要因により、達成できなかったものとそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

市単独事業費補助金 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年

2

度 令和　２年度 令和　

頁

３年度 令和　３年度 令

令

和　４年度
活動指標名

和

単位
実績 計画 実績 計画

 

決算 当初予算 決算 当初

3

予算
全体事業概要

①
地

年

域ときめき女性連絡協

度

団体 3 3 3
・地域とき

　

めき女性連絡協議会補

　

助金 議会補助金交付団

事

体数
農業に関する知識

務

や技術の習得及び食に

事

関する研究・ 0 967

業

423 907
活動等を

評

通じ、優れた感性を持

価

った女性の育成支援。

表

②
地域農政地産地消イ

（

ベン 回 3 5 3
・地域農

個

政地産地消推進事業費

票

補助金 ト開催回数
地域

）

活性化・特産物の販路

課

拡大・地産地消の推進

名

。 令和　５年度の優先

産

度
・有機農業推進協議

業

会補助金
③

有機農業講

文

座参加人数 人 170 2

化

12 170
3 有機農業

部

の周知・啓発の支援。

農

　□ Ａ　　　 □ 

政

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

課

　 □ Ｄ　

地元農畜

作

産物をのPRを目的と

成

するイベント実施団体

日

にイベント等の支援を

令

行った。
■ 計画どお

和

り   
令和　３年度

　

有機農業推進協議会で

４

は、「有機農業祭」を

年

通して、有機農業のＰ

　

Ｒを行った。
□ 遅延

８

         
の

月

評価
□ 進展なし  

　

   

■ 維持　□ 

５

拡大 地元農畜産物をの

日

PRを目的とするイベ

概

ント実施団体にイベン

施

ト等の支援を行ってい



策

止　□ 終了
計画対象

名

□ 実施計画査定対象

農

  □ 行政改革対象

業

 
□ 廃止　　　　 

基

※決算額については、

本

端数処理により、他資

目

料の決算額と差異が生

標

じている場合もありま

交

す。

流と賑わいのあるまち

No. 事

要

務事業名 活動内容 コス

施

ト（事業費：千円）

市

策

単独事業費補助金 令和

の

　２年度 令和　３年度

目

令和　３年度 令和　４

的

年度 令和　２年度 令和

地

　３年度 令和　３年度

域

令和　４年度
活動指標

の

名 単位
実績 計画 実績 計

特

画 決算 当初予算 決算 当

性

初予算
全体事業概要

①

を

スマート農業推進事業

生

費 ha 4.0 6.6 4

か

.1
・スマート農業推

し

進事業費補助金 補助金

た

省力化や農作物の高品

農

質化に効果のあるスマ

業

ート農業 ドローン利用

に

面積 0 9,600 9,

よ

498 9,398
の取

る

り組みを支援する。
②

農

有害鳥獣防除柵等設置

業

事 件数 25 42 25
・

者

有害鳥獣防除柵等設置

の

事業費補助金 業費補助

経

金
農作物被害を減少す

営

るため、防除柵設置を

の

支援する。 防除柵等設

安

置件数 令和　５年度の

定

優先度
・地域農畜産物

と

ブランド推進事業費補

所

助金
③

地域農畜産物ブ

得

ランド推 件数 88 11

向

2 91
6 ブランド産地

上

の生産力の維持強化の

、

取り組み支援。 進事業

生

補助金 　□ Ａ　　　

産

 □ Ｂ　　　 □ 

力

Ｃ　　　 □ Ｄ　
直

の

販事業取扱件数
コロナ

強

ウイルス感染症拡大防

化

止のため、農業基準更

に

新会を中止したが、新

よ

聞やテレビ等でのプロ

り

モーション企画
■ 計

、

画どおり   
令和　

地

３年度 等箱根西麓三島

域

野菜のＰＲを行うとと

農

もに、飲食店や販売店

業

への取り扱い件数も増

を

加した。
□ 遅延  

活

       
の評価

性

42名の農業者が補助

化

制度を利用し、有害鳥

さ

獣による農作物被害の

せ

防止効果の高い防除柵

る

を設置した。
□ 進展

こ

なし     

■ 維

と

持　□ 拡大 農業基準

。

については、継続して

施

実施し、定着する必要

策

がある。
事業区分 □ 

の

自治事務   □ 法

方

定受託   □ その

向

他
今後の方向性 □ 縮

地

小　□ 改善 箱根西麓

域

三島野菜産地の維持に

農

は生産者の拡大や品目

業

の拡大も必要である。

の

（改善措置等）□ 休

活

止　□ 終了 ハクビシ

性

ンなどの小動物による

化

被害が目立っており、

各

更なる防除柵の設置に

活

向けた取り組みを継続

動

する。
計画対象 ■ 実

指

施計画査定対象  □

標

 行政改革対象 
□ 

の

廃止　　　　 

計画値を達成したものと新型コロナウイルスの感染拡大等の要因により、達成できなかったものとそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

山田川自然の里管理事業 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　

3

４年度 令和　２年度 令

頁

和　３年度 令和　３年

令

度 令和　４年度
活動指

和

標名 単位
実績 計画 実績

 

計画 決算 当初予算 決算

3

当初予算
全体事業概要

年

①
市民農園貸出業務 区

度

画 75 75 75
山田川

　

流域環境整備事業で整

　

備した「山田川自然の

事

里
」の維持管理を行い

務

、里山の景観保全を行

事

うとともに 0 5,53

業

5 5,469 5,49

評

9
、稲作や畑作の農業

価

体験を実施し、自然体

表

験の利用を
②

イベント

（

開催 回数 50 40 50

個

図る。

令和　５年度の

票

優先度

③
イベント開催

）

人数 1,500 1,3

課

81 2,000
5 　□

名

 Ａ　　　 □ Ｂ　

産

　　 □ Ｃ　　　 

業

□ Ｄ　

年度末時点で

文

の市民農園は全区画貸

化

出。
■ 計画どおり 

部

  
令和　３年度 コロ

農

ナ禍の影響で中止、縮

政

小開催となったイベン

課

トがあった中、開催数

作

40回、参加者1,3

成

81名は十分と思われ

日

る
□ 遅延     

令

    
の評価 。

□ 

和

進展なし     

■

　

 維持　□ 拡大 利用

４

者への営農指導、イベ

年

ント開催を通じて、有

　

機農法・有機野菜の更

８

なる周知に向けた取り

月

組みを継続する。
事業

　

区分 □ 自治事務  

５

 □ 法定受託   

日

□ その他
今後の方向

概

性 □ 縮小　□ 改善

施

（改善措置等）□ 休



策

も畜産振興に欠かせな

名

いものであり、今後も

農

継続して補助を行って

業

いく必要がある。事業

基

事業区分 □ 自治事務

本

   □ 法定受託 

目

  □ その他
今後の

標

方向性 □ 縮小　□ 

交

改善 が農家に浸透して

流

きた事により、申請数

と

の増加が見込まれる。

賑

（改善措置等）□ 休

わ

止　□ 終了
計画対象

い

□ 実施計画査定対象

の

  □ 行政改革対象

あ

 
□ 廃止　　　　 

る

※決算額については、

ま

端数処理により、他資

ち

料の決算額と差異が生

要

じている場合もありま

施

す。

策の目的 地域の特性を生かした農業による農業者の経営の安定と所得向上、生産力の強化により、地域農業を活性化させること。

施策の方向 地域農業の活性化

各活動指標の計画値を達成したものと新型コロナウイルスの感染拡大等の要因により、達成できなかったものとそれぞれあるが、概ね計画通り進められたと考える。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

市単独事業費補助金 令和　２年度 令和　３年度 令和　３年度 令和　４年

4

度 令和　２年度 令和　

頁

３年度 令和　３年度 令

令

和　４年度
活動指標名

和

単位
実績 計画 実績 計画

 

決算 当初予算 決算 当初

3

予算
全体事業概要

①
家

年

畜改良事業費補助金 頭

度

15 38 5
・家畜改良

　

事業費補助金 優良種畜

　

導入頭数  
家畜改良の

事

ため、優良種畜の導入

務

経費を支援する。 0 2

事

,807 2,459 2

業

,765
・家畜舎一斉

評

消毒薬剤購入事業費補

価

助金
②

家畜舎一斉消毒

表

薬剤購入 件数 14 9 1

（

3
悪臭・害虫の発生を

個

防ぐため、畜産農家が

票

購入する家 事業費補助

）

金交付件数
畜舎一斉消

課

毒薬剤の購入に要する

名

経費を支援する。 令和

産

　５年度の優先度
・家

業

畜予防注射補助金
③

家

文

畜予防注射頭数 頭 40

化

0 770 400
7 家畜

部

伝染病予防法に基づく

農

注射・検査費用を支援

政

。 　□ Ａ　　　 □

課

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

作

　　 □ Ｄ　

家畜舎

成

一斉消毒薬剤購入事業

日

費補助金については在

令

庫や希望薬剤の種類の

和

関係で希望農家が若干

　

予想より少なか
■ 計

４

画どおり   
令和　

年

３年度 ったものの、事

　

業内容が農家に浸透し

８

てきたことにより、安

月

定的に事業が実施でき

　

ている。
□ 遅延  

５

       
の評価

日

□ 進展なし    

概

 

■ 維持　□ 拡大

施

事業内容としてはどれ


